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渋谷区桜丘町



- 語服 in 渋谷区桜丘町 -
私たちは “身につけるもの” がもつ表現力や印象力に魅せられて、まちの
お土産 Tシャツを作ることにしました。
まちのお土産 T シャツと言っても、「NYC」と大きくプリントされたよう
な “まちが主役” なものでも、そのお店やまちの収益のために作られたも
のでもありません。

“語服”Tシャツが残すのは、変わりゆくまち、渋谷区桜丘町での思い出たち。
太田・日下・高島のデザイナートリオが、このまちで感じた「この瞬間を
残したい」という気持ちや「これを身につけていたらあのお店のファンに
出会えるかも」と思った、モノ・コトをTシャツに表現しました。出来上がっ
た全 7 店舗・21 枚の T シャツの中には多くの方に共感してもらえそうな
ものもありますし、とても個人的で誰にも理解されなさそうなものもあり
ます。
ですがそれが “語服” をただのまちのお土産 T シャツとは違うものにする
大きなポイントになっています。

私たちが作った「語服」は販売します。しかし、こちらでは値段は決めず、
買い手のみなさんに決めていただきたいと考えています。なぜなら買い手
の方が「語服」に残されたまちでの思い出に同じように価値を感じてくれ
ているのか、どれくらい共感してくれるのか、そして買い手の中でもどの
ように違っているのかに興味があるからです。

是非、T シャツを手に取り、デザインを見て、私たちとおしゃべりをして
ください。その中で「この思い出を来てまちを歩きたい、この思い出を大
事にタンスの中にしまっておきたい」そんな風に思える 1枚がもし見つか
りましたら、是非持って帰ってあげてください。

2019 年 春
語服



-AOI SHOTEN SHIBUYA MINAMIGUCHI-

左 . 上から見ると、大きな台形のように
なっている、「あおい書店」前の段差。
少し高さがあるそれは、そこに腰掛けて
足をブラブラさせるのにちょうどよかっ
た思い出。そこから眺める桜坂の活気と
進みつつある開発の影の両方を感じたこ
とを表現したくてつくりました。（日下） 
中央 . 桜丘町のシンボルとなっているか
のような圧倒的な存在感のロゴ。幾度と
なく桜丘の集合場所として人々を送り出
したことでしょう。このロゴを見て思う
気持ちは人それぞれ、そんなたくさんの
思い出がつまったあおい書店のロゴを表
現できたらという思いでこの Tシャツを
デザインしました。（高島）
右 . 私のあおい書店の思い出はお店の外
にあります。それは、246を越える歩道
橋の階段を桜丘の方に向かって降りると
見える景色です。写真ではなくイラスト
にすることで、夜・昼だったなど、多く
の人に自分自身が見た景色に当てはめて
見てもらいたいという狙いがあります。
（太田）　



山路を登りながら

-SYOKUDOH KAIDOU-

左 . 店内に入る前に、びっしりと並ぶ
食品サンプルが印象的な「かいどう」。
初めて訪れた時に、そこからどれにし
ようかと、友達と顔を寄せて悩んだの
が私にとっての思い出。だからこそ、
そのワクワクと懐かしさの両方が詰ま
るそのショーケースを残しておきたく
てこの一枚を作りました。（日下）
中央 . お店に入ったことがある人なら
きっと目にしているであろう、入り口
の段差プレートをそのまま胸にデザイ
ンしました。いらっしゃいませと文字
で書かれた段差プレートは私は「かい
どう」以外では見たことがありません。
これをチョイスしたお店の方の気持ち
も想像してほっこりする、そんな思い
出も残したいと思いました（太田）右 .
渋谷駅から桜丘に入るとすぐの場所、
そこには誰にとっても懐かしさを感じ
る定食屋さんがありました。どんな人
でも一口食べればほっこりできる定番
のチャーハン、それを食べた瞬間を表
現できればと、このデザインを描きま
した。（高島） 



左 . タートルズに行ったことがある人な
らきっと見覚えがあるだろうあの後ろ姿
と、「(net)surfing turtle」の文字を組み合
わせてデザインしました。初めて見た時
にはびっくりしたけど、今ではネットサー
フィンをしていないお店の方を見ると「忙
しいのかな、大丈夫かな」と心配してし
まいます。お客さんも店員さんも、カメ
のようにマイペースに時間を過ごすあの
空間へ、愛を込めて。（太田）
中央 . 何時間もお邪魔して作業している
と、店主から「これどうぞ、」の一声。ホッ
トコーヒーのサービスを頂いた。そのコー
ヒーをきっかけに、すっかりこのお店の
ファンになってしまった私たちは、ラン
チは基本 TURTLES。店主はいつも同じ
調子だけど、実は「あ、また来たな。」な
んて思ってるかもしれない。（高島）
右 . 一度食べたら忘れられない要素がた
くさん詰まっている看板メニュー、ター
トルズバーガー。ミートソース付きの
ジューシーなお肉と分厚いトマト、プリ
プリのエビが頭から離れなくて。ああ今
日も食べたくなってきた！（日下）

-TURTLES-



左 . よくある洋風なフリーイラストのイ
メージでカフェのテーブルセットとコー
ヒーを飲む外国人風の男の人を描きまし
た。だけど、その場所にはしれっと用途
不明なエレベーターがある。エレベーター
を誇張したりせずそのまま描くことでド
トール桜丘町店のチェーン店然とした安
定感を表現したいと思いました。（太田） 
中央 . そこを訪れたのは 10 月も半ばにな
るのに初夏のような暑い日でした。その
店内で衝動的に半袖に着替えたことや、
作業しなければならないのに大きなカッ
プのロイヤルミルクティーを飲んで落ち
着いてしまったこと、「使われていないエ
レベーター」を発見したこと。全てが相
まって「？」な一日だったので。（日下）
右 . チェーン店、しかしその生き様はロー
カル。すっかり桜丘の景観のひとつになっ
ている DOUTOR も、10 月いっぱいで閉
店してしまいました。桜丘をずっと見守っ
てきたその佇まいをこれからも思いだせ
るように、そんな気持ちを込めました。（高
島） 

-DOUTOR SHIBUYA SAKURAGAOKA-



左 . 桜丘にちょこんと顔を出すレモンラ
イス屋さんはなんだかとても可愛らし
い。メニュー、見た目、店員さんなど、
その小さいお店の中にはたくさんの魅力
がぎゅっと詰まっています。カウンター
に置かれたビン詰めをモチーフに、この
お店の魅力を詰め込んでみました。（高
島）
真ん中 . 昼間のレモンライスではなく「夜
のレモンサワー屋さん」こそが私にとっ
てのあのお店です。サワーの炭酸がしゅ
わしゅわ弾けて空に飛んでいくような短
い時間の中で、カウンターに立っている
お姉さん・お兄さんと他愛もない話をし
てゲラゲラ笑う。側から見たら酔っ払い
の集まりに見えるかもしれませんが、私
はこんな夜って青春かもしれない、とよ
く思います。そんな気持ちをイラストに
込めました。（太田） 
右 . 上京して三年目になる私に初めてで
きた、東京の安心できる場所。帰る前に
「誰かいるかな～」と顔を出しに行くの
が、渋谷に訪れたときの習慣になりつつ
ある。お洒落で格好良いのに気取ってい
ない、お兄さんとお姉さんを表現してい
るようなこのフォントを残しておきたく
て。（日下） 

-LEMON RICE TOKYO-



左 . ここ trias で生まれて初めてこんなに
美味しいラムを食べたのが、忘れられな
くて。その時に店長からお伺いした、食材・
インテリア・カラトリーなど口に運ぶま
での過程への拘り全てを表現してみまし
た。（日下） 
真ん中 . ある時、すごく落ち込むことが
あった後に trias にきて夜ご飯を食べまし
た。疲れた、明日は何もしたくない。そ
んな気持ちを解消して、元気をチャージ
させてくれたのはここで食べた美味しい
ムール貝と、スタッフの方との会話でし
た。[ need gas? ] 元気が無くて、チャー
ジしたい？それならいつでもここに来た
らいいよ。そう言ってくれているような
気がしました。モチーフは、お店で各テー
ブルに置かれているランプです。（太田）
右 . trias さんには何回もお邪魔し、この
プロジェクトを支えていただいています。
いつ出会いに巡り会えるかどこに発見が
潜んでいるか、誰にもわからないけど、
そこが面白い。そんな挑戦的な姿を感じ
ます。料理は勿論、店員の方々も含めて、
このお店が大好きです。プロジェクトが
終わっても、通い続けさせていただきま
す。（高島）

-TRIAS DINING-



左 . 桜丘の坂を登った先にあるこのお店。
不思議な雰囲気が人々を惹きつけてい
る。安定しない手書きフォントの看板
だったり、不揃いなインテリアだったり、
ん？逆にこだわり抜かれている…？仕事
に疲れた都会人たちがゆっくりと時間を
過ごす、他にはない空間を提供している
佇まいを表現しました。（高島）
中央 . 初めての渋谷ハロウィンでの仮装
は、「パリジャン」だった私たち。ベレー
帽とフランスパンを片手に店先を歩け
ば、本物のパリにいるみたいな気分に
なったっけ。そんな浮き足だっている私
たちをデザインしてみました。（日下）
右 . 私がもし桜丘で友達とご飯を食べる
とするなら、桜丘カフェがいいかなと思
います。ご飯もお店の雰囲気が良くて、
名前に「桜丘」が入っているということ
もありますが、場所がとてもわかりやす
いということもあります。[You’ ll see 
sparkling rain on your right.] はまさにそ
のシチュエーションを想像した時に思い
浮かんだフレーズ。きっとその友達もお
店を実際に見れば、このフレーズを理解
してくれるんじゃないかなと思います。
（太田）

-SAKURAGAOKA CAFE-




